


苦しみの中でも幸せは見つかる扶桑社 定価1000円（952円＋税5%）

著/小澤竹俊(横浜甦生病院ホスピス病棟長)

いのちが大切なことは、誰でも知っています。しかし、自分の思うようにいかないとき、死んでしまいたいと思う人は少なくありません。苦しみとは、その人が何かしたいという「希望」と実際にはできないという「現実」の開きです。どれほど物質的に豊かな社会になったとしても、苦しみのない人はいません。

苦しんでいる人は、幸せを見つけることはできないのでしょうか？

ホスピス病棟で働いてきた経験から、人はたとえ「いのちが限られる」という苦しみの中にあったとしても、自分の生きている意味、大切な人との関係性を見いだしたとき、本当の幸せを見つけることができます。

このホスピスでの経験をもとに、「ホスピスからみたいのちの教育」として学校現場の授業で紹介してきた内容を本にしました。

たとえ何もできない私であったとしても、私は存在しても良いと思える自己肯定感が、どのように構成されるのかについて、ホスピス医の立場でわかりやすく示しました。今まで数あるホスピス関連の書物とは一線を画した、まったく新しい視点を提示いたしました。

いのちの大切さを伝えたいと考えている先生、子どもの苦しみを少しでもやわらげたいと願うご両親、なぜ自分だけ苦しむのだろうと思う多くの若い世代に紹介したい本です。

０４年２月１２日扶桑社より出版です。（２月６日より書店で予約が可能になります）
■ホスピス医が説く新しい人間関係論





新刊！








なぜ私が、こんなに苦しまなくてはいけないのか？　�今の世の中に苦しみのない人はいません








